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南
あ
わ
じ
の
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
な
ど

農
水
省
は
日
本
農
業
遺
産
と
し
て
7
地
域
（
農
林
水

産
業
シ
ス
テ
ム）
を
認
定
し
た。
そ
の
中
に
は、
兵
庫

県
南
あ
わ
じ
地
域
「
南
あ
わ
じ
に
お
け
る
水
稲・
た
ま

ね
ぎ・
畜
産
の
生
産
衛
瑣
シ
ス
テ
ム」、
和
歌
山
県
育
田

地
域
「
み
か
ん
栽
培
の
礎
を
築
い
た
有
田
み
か
ん
シ
ス

テ
ム」、
宮
崎
眼
田
野・
清
武
地
域
「
宮
崎
の
太
陽
と
風

が
育
む
『
千
し
野
菜』
と
露
地
畑
作
の
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム」
な
ど、
青
果
流
通
業
者
に
も
な
じ
み
の
深
い
産
I

地
も
見
ら
れ
る。
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H
工令

日
本
農
業
遺
産
は、
独
自

年
性
の
あ
る
伝
統
的
な
農
林
水

2

産
業
と、
将
来
に
受
継
が
れ

0

る
べ
き
重
要
な
農
林
水
産
業

シ
ス
テ
ム
を
認
定
す
る
制

2
 

度。
世
界
農
業
遺
産
等
専
門

家
会
議
の
評
価
結
果
を
踏
ま

え
て
認
定
地
域
を
決
定
す

る。南
あ
わ
じ
地
域
で
は、
島

し
ょ
特
有
の
限
ら
れ
た
農
地

と
水
資
源
を
最
大
限
活
用

聞
し、
水
稲
と
タ
マ
ネ
ギ
の
二

毛
作
や
畜
産
と
連
携
し
た
農

業
を
展
開。
品
質
の
高
い
タ

マ
ネ
ギ
生
産
と、
産
地
業
者

に
よ
る
独
自
の
出
荷
体
制
に

よ
り、
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
す

る。
ま
た、
タ
マ
ネ
ギ
小
屋

や
長
屋
門
が
点
在
す
る
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
を
形
成
す
る
点

に
も
特
徴
が
あ
る。

一
方、
育
田
地
域
で
は、

4
0
0
年
以
上
に
わ
た
り
ミ

カ
ン
を
栽
培
し、
生
産
者
自

ら
に
よ
る
優
良
品
種
の
探
索

と、
苗
木
生
産
に
よ
る
痒
地

形
成、
多
橡
な
地
勢・
地
賀

に
応
じ
た
技
術
の
開
発
に
取

組
む。
さ
ら
に
紀
州
藩
時
代

H
本
腹
業
遺
産
に
7
地
域

づ
く
り
を
行
い
な
が
ら、
ダ

業」、
兵
庫
瞑
丹
波
篠
山
地

イ
コ
ン
等
の
露
地
野
菜
を
栽

域
「
丹
波
篠
山
の
黒
大
豆
栽

培。
干
し
野
菜
と
し
て
加

培
S
ム
ラ
が
支
え
る
優
良
種

工
・
販
売
し、
収
益
を
安
定

子
と
家
族
農
業
S」、
和
歌

化
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
約
1

山
瞑
高
野・
花
園・
清
水
地

0
0
年
受
継
が
れ
て
い
る。

域
「
聖
地
高
野
山
と
有
田
川

の
「
蜜
租
方」
を
起
源
と
す

乾
燥
し
た
冬
の
西
風
を
利
用

上
流
域
を
結
ふ
持
続
的
農
林

る
多
様
な
出
荷
組
織
が
共
存

し
て
ダ
イ
コ
ン
を
干
す
「
大

業
シ
ス
テ
ム」、
宮
崎
県
日

は

しかてで


